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Abstract:Ninety-Onefission-trackagesfrom tlleCenozoicvolcanicrocksaIldthe

pyroelasticflow depositsinKyushu.whichwerereportedbytheauthorinseveral
papersforthepastthirteenyears,havebeencompiledinthispaper･Sixageshave
alsobeennewlyaddedinthelist･

Thefission-trackagesfrolllthevolcallicI.OCksilltheKilnboandtlleTaradake

volcanicareasrangefrom approximatelyO･2to6MaandO･4to9Ma',respectively･
Theserangesaretoolongtimeasthelifeofonevolcano･lLtis､tllerefore.consid-
eredthatmanyvolcanicrockscoincidentlygatheredintheKilnboandtheTaradake
areas.andmadethecomplicatedvolcanic丘eldsinthosetwoareas･

ThefissioIトーraCk agesofthethreelarge-scaled pyroelasticflow depositsin
southernKyushu (theUpper監akuto,theLowerKukutoandtheGoino),which
wereseparatelyrepol~tedilltlleSeveralpl~eViotlSPapersbytheautl10r､llaVebeen
Compiledhere.TheagesoftheUpperandtheLowerKakutopyroclasticnowde-
positsareO3±0.1MaandO･3-0･4±0･1Ma,respectively･ Theageof血eGoino
pyTOClastic盈owdepositis2-2･5Ma･

Twofission-trackages&om theLowerPleistocenetuffbeds(pyrociastic況Ow
deposits)havebeennewlydetermined･TheagesofthetuftbedsintheHitoyoshi
FormatiollandtheNaganoForlnationare1.4±0.4Maand2.1±0.5Ma.respectively.

Theagesofallthepyroclastieflow depositslistedhere.excepttheAiraand
theAtapyroclastic盈Owdeposits,serveasimportanttimemarkersincompilingthe
QuaternarygeologichistoryofsouthernKyushu･

Ⅰ.はじめに

1982年から1994年までの13年間に,筆者は九州新生代の

深成岩類 ･火山岩類 ･火砕岩類のジルコンのフィッショ

ン ｡トラック年代を,grain-by-grainexternaldetector

法 (NAESER,1976)でもって130試料決定 した.筆者の報

告 したこれらの年代債を,第三者が層位学的研究や地史学

的研究に混乱なく利用できるように,ここで一覧表にまと

めることは意義があると考え,すでに,北部九州及び南部

九州の深成岩類20個 と北西部九州第三紀層中の火砕岩類

(火砕流堆積物および凝灰岩類)13個,計33個の年代につ

いては ｢九州の新生代深成岩類 ｡火山岩類 ｡火砕岩類のフ

ィッション ･トラック年代の総括 (1)｣(宮地,1995)に

一覧表を載せ,問題点などを指摘 した｡今回は,その (2)

として,北西部九州の火山岩類31個,南部九州の火山岩類17

個,南部九州の火砕流堆積物49個,計97個を一覧表にまと

めると同時に,年代測定上の問題点や火山層序上の問題点

について述べる.

*国際社会文化専攻 ･地球自然環境講座

DepartmentofEvolutionofEarthEnvironments,GraduateSchoolofSocialandCulturalStudies,KyushuUniversity,
Fukuoka810,Japan･
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豆．フィッション・トラック年代測定方法

　ジルコンの結晶，数百粒をテフロンのシートに温度310

℃で埋め込み，その表面を研磨してジルコンの内部面を出

す。そのジルコンをNaOH＋KOH共融液（220　一　225℃）

に浸してエッチングを行う。エッチング時闇は試料によっ

て異なり，36～96時間の範囲にある。エッチング終了後，

外部検出材として白雲母をジルコンの上に張り付け，熱中

性子照射を行う。熱中性子照射は立教大学原子力研究所

TRIGA　Mark　H回転試料棚で35分間ω行った、冷却後，

白雲母のエッチングを行うが，その際のエッチング条件は，

48％弗酸溶液（25℃）で16分間である．エッチングを終了

した白雲母をジルコンとともに一枚のプレパラートに張り

付け，ジルコンの内部面上で自発トラックを，また，白雲

母上で誘導トラック数を光学顕微鏡下で計測する。なお，

熱中性子照射量は試料とともに照射したNBS（SRM962a）

ガラスに張り付けた白雲母上の誘導トラック数を計測して

求めた．その白雲母のエッチング条件は，48％弗酸（25℃），

45分間である。

　年代Aは次の式で表される．

A＝！d－ilR　｛1十　ftd¢　clps／　ftfpi｝　’’’’”　（1）

ここで，ρ，：238Uの自発トラック密度，ρi：235Uの誘導ト

ラック密度，φ：熱中性子線量，ft　d：238　Uの全壊変定数

（1．551×10”’Oyr’i），　A．　f：238　Uの自発壊変定数（7．03×10－1？

yr一’），σ：核反応断面積（580×10”2‘cm2），1：同位体存在

比235U／238U（7．252×10’3）

（1＞式に定数λd，2．　f，σ，1を代入すると，下記の年代式（2）

が得られる。

A　＝lit　（1　十9．28×10nti8×　p　s／　p　i×　¢）　6．45×le9’’’’”（2）

なお，測定誤差εは次の式を用い，誤差の範囲は2σとした．

　E＝　（1／£　Ns十1／2　Ni十1／£　Nd）　Y2

皿．北西部九粥および南部九頻の火山岩類・火砕

　事跡のフィッション・トラック年代一一覧表と問題点

　先ず，北西部九州の火山岩類について，フィッション・

トラック年代と火山層序学上の問題について述べる．金峰

山地区の火山岩類は，一ノ岳，荒尾山，石神山，三渕山の

4溶岩円頂丘の年代が公表されているが（TAKAI　et　al．，

1984），これらの4岩体はいずれも古金峰火山岩類を貫い

ており，同時代に貫入したものと考えられていた．しかし，

残留磁化の方向が一ノ岳だけが正帯磁で，他の3岩体は逆

帯磁であったことから，フィッション・トラックによる年

代チェックがなされたものである（宮地測定）．その結果

は，正帯磁の一ノ岳の年代が0．15±0．05Ma，他の逆帯磁

の3岩体は，荒尾山が0．94±0．19Ma，石神山1．12±0．24
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Ma，三渕山が1．02±0．15Maであった．火山層序，古地

磁気学の結果およびフィツション・トラック年代は，この

4岩体に関しては調和的であった（TAKAI　et　al．，1984）。

金峰山地区のこれら以外の3つの火山岩類に関しても，参

考のために筆者は年代測定を行ったが，ニノ岳溶岩（2＞が2．2

±0．5Ma，三ノ岳溶岩（2）が6．4±1．9Ma，松尾溶岩（2）が3．7

±G．7Maという結果となった。これらは，いずれも未公

表資料（高井）なのでこれをもとに詳しい議論をここです

ることは避け，この地域に関する問題点を述べるに留めるe

　松本（1987）は鮮新世から更新世前期にかけて，中部九

州の大分・熊本・福岡・佐賀・長崎の5県にまたがって広

大な面積を占めて分布している輝石安山岩類および角閃安

山岩類の活動を豊肥火山活動と名付けたが，この活動を「鮮

新世豊肥火山活動」と「更新世豊肥火山活動」の2つに分

類している。松本によれば，金峰山地区の石神山，荒尾山，

三渕山の3円頂丘の活動は「更新世豊肥火山活動」に属し，

一ノ岳のみが豊肥火由活動の後にくる「山陰系角閃安山岩

類」であると述べている。したがって，火山層序上の立場

から，これらの火山岩を全て一括し「金峰火山」と称する

ことには問題があり，真に「金峰火山」呼べるのは一ノ岳

のみであると説明している（松本，1987）。筆者が年代測

定したニノ岳溶岩および松尾溶岩の年代は松本の分類でい

くと，「鮮新世豊肥火山活動」で形成された溶岩流，また，

三ノ岳溶岩は中新世後期の噴出物ということになり，これ

らを全部含めて「金峰火山」を呼ぶことには，やはり問題

があるように思われる．この地域の火山岩類の年代に関し

ては，フィッション・トラック年代以外の方法でクロスチ

ェックする必要があると同時に，火山層序もまた再検討す

る必要があるかもしれない。なお，古金峰溶岩2試料につ

いても，ジルコンの抽出を試みたが，年代を決定出来るほ

どのジルコンは得られなかったことを付記しておく．

　多良岳火山区についても，金峰山火山区と全く同様なこ

とが言える．多良岳地区では，中新世後期の噴出物である

松浦玄武岩類や岩松石英安山岩類，さらに更新世前期の豊

肥火山活動による安山岩類が広く分布している。これらの

活動の後に「山陰素点閃安山岩類」である五家原岳溶岩の

活動がくる．この地域でも中新世後期から更新世前期まで

の古い火山活動を全部含めて「多良岳火山」と呼ぶのは問

題があり，「多良岳火山」と呼べるのは，最：後の五家原岳

溶岩だけであると松本（1987）は述べている。この問題に

ついての詳しい議論は既になされた（宮地・松本，1992）。

　有田流紋岩類については6試料が測定されたが（宮地，

1990），その年代は最も若い年代を示した有田町竜門ダム

のもので，2．37±0．25Ma，最も古い時代を示した上有田

駅南200mの地点で採取したものが2．94±0．36Maであっ

たが，いずれの6試料も測定誤差範囲以内でよく一致して



フィッション・トラック年代の総括（2）

いる．また，長崎県川棚町大崎半島に分布している松岳流

紋岩および大崎流紋岩は長浜・松井（1982）によって有田

流紋岩類としてまとめられているが，これらの流紋岩の年

代は，2．31±0．22M：aおよび2．43±0．28Maであって，上

記有田流紋岩類の年代と測定誤差範囲内でよく一致してい

る。これらの結果から，有田流紋岩は2－3Maに活動し

たことは明らかであり，この流紋岩に関しては何も問題は

ない。

　次に，南部九州の火山岩類である山野流紋岩類について

述べる。山野流紋岩類のフィッション・トラック年代を，

松本ら（1977）は13Maと発表したが，松本らが測定した

と思われる同一岩体（大口市井立田）について筆者ら（宮

地・高井，！99◎）が測定した結果は第2表No．32のL95±0．28

Maであって，松本らの結果とは大きく食い違った年代値

になった．筆者らはこの岩体の他にも2種類の山野流紋岩

類のフィッション・トラック年代を測定したが，それらは

2．23±0．53Maおよび1．90±◎．35Maであって，ここでも

中新世を示すような年代は決定出来なかった。通商産業省

資源エネルギー庁（1985）が報告した牛尾地区の山野流紋

岩のフィッション・トラック年代は2．29±0．17Maであ

り，また住友金属鉱由株式会社菱刈鉱山が決定した2個の

K－Ar時代は1．83±0．09MaおよびLO2±0．08Maであ

る（未公表資料）。渡辺らも山野（大口）流紋岩類3試料

についてジルコンのフィッション・トラック年代を測定

し，2．32±0．22Ma（1σ），3．24±◎．28Ma（1σ），2．92

±0．27Ma（Xσ）という年代を発表している（WATANABg

et　al．，1994）eやはりここでも中新世を支持するような

年代は出ていない．山野流紋岩類の年代に関する矛盾につ

第1表　北西部九州の火山岩類のフィッシeeン・トラック年代

翼α 溶岩（岩石）名 試料採集地 北　　　緯 東　　　経 年代±＝2σ（厳a） 文　　　献

雲仙火蜘署類

1 普賢岳溶岩 長崎県小浜町普賢岳山頂 32　　45　　24 130　　17　　43 o．11±o．06 宮地・太田（！985）

2 天狗山溶岩 長崎県島原市天狗山東麓 32　　45　　46 13◎　　21　　08 o．◎9±o．04 〃

3 七面山溶岩 長子県島原市七面甲西麓 32　　45　　39 13G　　2G　　12 0．1◎±0．◎5 〃

4 猿葉山溶岩 長崎県小浜町猿葉山西70◎m 32　　45　　44 130　　11　　52 0．17±0．06 〃

5 九千部岳溶岩 長崎県千々石町九千部岳東 32　　46　　53 13G　　16　　27 0．13±0．◎9 〃

6 高岳溶岩 長崎県小浜町高岳西麓 32　　43　　52 130　　12　　46 G．19土0．07 〃

7 竿石層中角閃安山岩 長崎県西有家町西之浦海岸 32　　39　　◎0 13◎　　17　　GO 0．30土0．09 〃

金峰幽地区火幽岩手

8 一ノ岳溶岩 熊本県熊本市金峰山山頂 32　　48　　39 130　　38　　24 o．15土。．05 TAKAi，醜YACH王＆1

9 荒尾山溶岩 熊本県熊本市荒尾山南西麓 32　　48　　50 13◎　　39　　54 0．94土G．19＊ HIRANO（1984）

1G 石神山溶岩 熊本県熊本市石神山北麓 32　　48　　23 13◎　　4G　　53 1．12：：ヒ0．24零 〃

11 三渕山溶岩 熊本県熊本市三渕山山頂 32　　48　　21 130　　40　　◎8 1．02土0．15＄ 〃

多良岳地区火山岩類

12 武豊路山溶岩 長崎県東彼杵郡武留路山南 32　　58　　50 129　　58　　00 ◎。44土0．30 宮地・松本（1992）

13 五家原岳溶岩 長綺県諌早市五家原岳山頂 32　　57　　12 130　　04　　46 ◎．45±0．21 〃

14 豊肥溶岩 長崎県大村市黒木 32　　58　　28 130　　02　　58 1．17±：0．32 〃

15 豊肥溶岩 長崎県大村市岩屋 32　　58　　21 13G　　O3　　11 1．16±◎．32 〃

有繊流紋岩類

16 有田流紋岩 佐賀県嬉野市盈麗 33　　04　　39 13G　　OI　　O8 2．76土◎．28 宮地・松本（1992）

17 有田流紋岩 佐賀県西有田附竜門ダム 33　　12　　31 129　　52　　58 2。37土0．25 宮地（lggo）

18 有田流紋岩 佐賀県武雄市内ノ子池州西 33　　12　　37 130　　◎0　　29 2。58土0．28 〃

19 有田流紋岩 佐賀県西有田町竜門ダム 33　　12　　28 129　　52　　45 2．65土G．27 〃

20 有田流紋岩 佐賀県有田町大野 33　　10　　11 129　　53　　45 2．72±0．36 〃

21 有田流紋岩 佐賀県有田町上有田駅南 33　　11　　⑪6 129　　54　　27 2．94±◎．36 〃

22 松岳流紋岩 長崎県川棚町松岳 33　　02　　55 129　　5◎　　◎0 2。31±0。22 〃

23 大崎流紋岩 長崎県川棚町大崎 33　　02　　37 129　　49　　56 2．43±◎．28 〃

武雄流紋岩類

24 武雄流紋岩 佐賀県武雄市武雄温泉 33　　11　　29 130　　0◎　　52 1．57土0．22 宮地（1990）

25 武雄流紋岩 佐賀県武雄市御船山南麓 33　　1◎　　47 130　　01　　19 L51±：◎。19 〃

北西部九弼のその他の整髪岩類

26 両子山溶岩 佐賀県両子山山頂石切場 33　　15　　24 130　　09　　23 4。78±0．61 宮地（1990）

27 山崎山安山岩 佐賀県多久市出崎 33　　16　　02 130　　06　　04 7．05±1．05 〃

28 肥前ドレライト 佐賀県武雄市若木町本部 33　　15　　45 130　　0◎　　37 7．05±0．78 〃

29 肥前ドレライト 佐賀県嬉野市井手川内 33　　05　　13 13G　　O◎　　39 6．22±1．42 宮地・松本（1992）

30 岩松デイサイト 長崎県大村市針尾 32　　53　　38 129　　58　　54 7．28±0，93 〃

31 松浦玄武岩 長崎県大村市岩松 32　　53　　23 129　　59　　22 8，74±1．34 〃

＊測定誤差計算法が異なるため、文献の誤差値とは異なる。
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いて，井立田の流紋岩類にはウランの含有量が異なる2種

類のジルコン（300ppmおよび3000ppm）が含まれている

ので，それに起因するのかも分からない。またはフィッシ

ョン・トラック測定法が異なることに原因があるのか現在

のところ不明である．

　第2表の臨45一晦48は熊本県人吉地域の火山岩類である

が，この地域の火山岩類のフィッション・トラック年代は

今回，初めて公表するものである。詳細なデータは第3表

に示した。なお，安由岩類の名称は田村ら（1962）に従っ

た。鵜川安山岩が1．16±0．28Ma，大畑安山岩が1．38±0．39

Ma，雨吹山安山岩が1．51±0．45Ma，そして鹿千川安山

岩が1．81±0．56Maである．これらの安山岩類は更新世前

期の活動とされる加久藤火山岩類に属しているが，ここで

決定された年代は火山層序と調和的であって問題はない．

なお，田村ら（1962）によると，球磨村渡に露出している

渡安山岩が，この地域の火山岩類では最も古いとされてい

るが，ジルコンは非常に少量で年代決定に至らなかったこ

とを付記しておく．

　3番目に，南部九州の火砕流堆積物に関する問題である

が，先ず，南部九州の大型火砕流である加声払火砕流堆積

物について述べる．恥51一恥55および臨56一恥63は，第4

表の火砕流名のところに示したように，研究者によって

種々の名称で呼ばれていた．筆者はこれらの火砕流堆積物

について，火山層序学的，岩石学的，鉱物学的検：討を行い，

これらの火砕流堆積物の同定・対比を行った。その結果。

恥51一恥55を上部加久藤火砕流堆積物，そして恥56一臨63

を下部加久藤火砕流堆積物として名称を統一した（宮地，

1987）。それらのフィッション・トラック年代は第4表の

とおりであるが，上部加久藤火砕流堆積物が0．26－0．31±

0．11－0．13Ma，下部加久藤火砕流堆積物が◎，28－0．4C±

第2表　南部九州火山岩類のフィッション・トラック年代

Nα 溶岩（岩石）名 試料採集地 北　　　緯 東　　　経 年代±2σ（Ma） 文　　　献

山野流紋岩類

32 山野流紋岩 鹿児島県大口市井立田西 32　　06　　◎3 130　　33　　17 1．95±0．28 宮地・高井（1990）

33 山野流紋岩 鹿児島県大口市山ノロ北 32　　◎5　　05 130　　37　　56 2．23±0。53 〃

34 山野流紋岩 鹿児島県大口市羅馬山 32　　05　　19 130　　37　　17 1．90±0．35 〃

八重山地域火山岩類

35 尾木場流紋岩 鹿児島県樋脇町下生鼻 31　　44　　45 130　　23　　19 2．45±G．54＊ M三YAC｝翌（1982）

36 岩下安山岩 鹿児島県入来町内ノ尾 31　　44　　45 13◎　　27　　27 1．15±0．35＊ 〃

37 岩下安山岩 鹿児島県郡山町笹ノ殺 31　　43　　34 130　　27　　52 1．40±◎。32＊ 〃

38 入来安山岩2 鹿児島県入来町中渡 31　　46　　26 13◎　　25　　54 1．76：士0．49＊ 〃

39 入来安山岩1 鹿児島県樋脇町下野久平 31　　46　　42 130　　22　　30 2．56±0．45＊ 〃

購久根地域火山岩類

40 阿久根輝石野饗岩 鹿児島県阿久根市佐潟 31　　59　　39 130　　！1　　G9 L3G±0．69 醗YAC蝋1985）

41 阿久根角閃安山岩 鹿児島県阿久根市西目 31　　58　　52 130　　13　　19 1．61±0．47 〃

42 高城角閃安山岩 鹿児島県川内市上手 31　　52　　16 130　　13　　44 4．37±1．18 〃

43 高城角閃安山岩 鹿児島県期内市白滝 31　　54　　26 130　　14　　03 4．39±0．71 〃

44 三船流紋岩 鹿児島県鹿児島市三船海岸 31　　37　　49 エ30　　36　　17 0．87±0．22＊ MIYAC田（1983b）

人吉地域火山岩類

45 鵜川安山岩 熊本県人吉市鹿習滝西1k搬 32　　11　　18 130　　41　　06 1．16±0．28 本報告書

46 大畑安山岩 熊本県人吉市大畑聖地 32　　09　　44 130　　47　　21 1．38±0．39 〃

47 鹿目川安山岩 熊本県人吉市鹿道滝 32　　11　　24 130　　41　　46 1．81土0．56 〃

48 雨吹山安山岩 熊本県人吉市雨吹山南麓 32　　11　　57 130　　45　　00 1．51±0．45 〃

＊　測定誤差計算法が異なるため、文献の誤差値とは異なる。

第3表　人吉地域の火山岩・火砕岩および永野層中の火砕岩のフィッション・トラック年代

Sample
mo．

Number
@　G蜜

№窒≠鴛?Ｓ

Number　Gf
@　fossil

@　COU航s

　ρs

~1G6
煤^c憩2

Numbeτof
@induced
@　counts

　ρ圭

~1◎6
煤^cm2

　φ×1015

煤^cm2

　u
iPP磁）

Age
iMa）

±2σ
iMa）

45 39 73 0，093 17G5 4，108 0，908 143 1．16 0．28

46 38 54 0，121 1065 4，773 0，9◎8 167 1．38 0．39

47 16 45 0，199 677 5，980 ◎，908 209 1．81 0．56

48 32 49 0，101 925 3，823 0，955 127 1．51 0．45

73 42 73 0，1◎3 1456 4，121 0，955 137 1．43 0．35

74 28 80 ◎，166 1041 4，31◎ 0，908 150 2．09 0．49

試料番号は第2表および第4表に同じ。45：鵜川安山岩、46：大畑安山岩、47：鹿目川安山岩、48：雨吹山安山岩、73：田町凝灰岩、
74：永野層火砕流堆積物。

ρ、：自発トラック密度、ρi：誘導トラック密度、φ：熱中性子線量
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フィッション・トラック年代の総括（2）

第4表　南部九州火砕流堆積物のフィッション・トラック鐸代

篤α 火砕流名 試料採集地 北　　　緯 東　　　経 年代±2σ（Ma） 文　　　献

49 姶良2 鹿児島県東市来町江口浦 31　　38　　36 130　　19　　36 〈⑪．058±0．◎34 MIYAC田（1983c）

50 阿多 鹿児島県鹿児島市墓原 31　　28　　41 130　　30　　3◎ ⑪．039±0．025＊ 〃

上部躯久藤火砕流堆積物

51 犬迫 鹿児島県鹿児島市河頭 31　　39　　03 13◎　　3◎　　36 0．28±0，13＊ MXYAC珊（1983a）
’

52 瓢id就 鹿児島県鶴田町掴口北500m 31　　56　　57 13◎　　28　　11 0．31：：ヒ◎。12＊ 〃

53 新川 鹿児島県隼人町湯田北1魎 31　　47　　G5 130　　45　　06 0．26±◎．12 宮地（1992）

54 地久里 鹿児島県隼人町朝日 31　　45　　18 130　　43　　33 0．28±◎．11 〃

55 灰石登 宮崎県えびの市単上 32　　03　　18 131　　54　　27 0．27±0。12 〃

下部加久藤火辞流堆積物

56 下門 鹿児島県鹿児島市河頭 31　　39　　03 130　　30　　36 0．28士0．09＊ MIYAC田（1983a）

57 下門 鹿児島県鹿児島市単ヶ原 31　　38　　54 130　　3◎　　17 ◎．30±0．15＊ 〃

58 下部加久藤 熊本県人吉市下漆田 32　　11　　45 ！3G　　47　　15 ◎．30±0．10＊ MIYAc蝋1983c）

59 下部加久藤 熊本県人吉市大畑 32　　09　　30 130　　47　　40 0．31士G．16＊ 〃

60 見帰 鹿児島県国分市芋ヶ迫 31　　43　　08 130　　49　　04 0．32±0．14 宮地（1992）

61 麓 鹿児島県垂水市牛根麓 31　　33　　13 i30　　43　　37 0．36±0．16 〃

62 ム瓠dw達 鹿児島県入来町長野 31　　45　　42 130　　29　　54 0．4G±：0．15 〃

63 下部加久藤 宮崎県綾町半輪 31　　59　　39 131　　12　　21 ◎．37±：0．15 〃

鹿児島地藝火砕流鑑積勃

64 大半5 鹿児島県鹿児島市大峯 31　　35　　◎6 13G　　30　　32 G．54±0．23＊ 醜YAc蝋1983b）

65 大平4 鹿児島県鹿児島市大峯 31　　35　　06 13G　　30　　32 0．47土0。18＊ 〃

66 大望3 鹿児島県鹿児島市大峯 31　　35　　06 130　　30　　32 0．70±◎．22＊ 〃

67 吉野 鹿児島県鹿児島市琉球人松 31　　36　　21 130　　34　　32 ⑪．53±0．21＊ 簡YAc蝋1983c）

68 花野 鹿児島県鹿児島市花野臼 31　　38　　23 130　　31　　3◎ 0．87±⑪．12＊ 高井・宮地（1984）

69 花野 鹿児島県鹿児島市下門 31　　38　　06 130　　31　　00 0．96±：0，14＊ 〃

70 河頭2 鹿児島県鹿児島市河頭 31　　39　　03 130　　30　　36 ◎．69±◎．エ6＊ MIYAc蝋1983b）

71 田頭1 鹿児島県鹿児島市河頭 31　　39　　03 13◎　　30　　36 LO2：±0．32＊ 高井・宮地（1984）

72 隼人 鹿児島県集人町野久美田 31　　44　　23 130　　42　　00 0．85±◎．32＊ MXYAC｝丑（1983c）

73 田附凝灰岩 熊本県人吉市田町 32　　12　　03 13◎　　46　　14 L43±0．35 本報告

74 永野層下部層火砕流 鹿児島県樋脇町草木段 31　　44　　28 130　　24　　50 2．09±：◎．49 〃

阿久根窯火辞流堆積物

75 出水D 鹿児島県出水市君名川 32　　03　　37 130　　21　　45 1．54土G．28＊ M｛YAC蝋1983c）

76 阿久根2 鹿児島県阿久根市黒瀬 31　　59　　55 130　　1G　　52 1。57±0．39 鹸YAC蝋1985）

77 阿久根2 鹿児島県阿久根市高之日 31　　59　　25 130　　11　　46 1．55±0．74 〃

78 阿久根2 鹿児島県阿久根市平潟 31　　59　　45 130　　10　　26 1．51±0．30＊ MIYACHI（1983c）

串ホ野（＝　jx　pa） 火砕流堆積物

79 川内 鹿児島県摺内市冷水町 31　　48　　28 130　　18　　17 1．67±0．4◎ 宮地（1992）

80 串木野 鹿児島県串木野市須ノ瀬 31　　42　　40 130　　17　　00 1．72±：0。48＊ 酸IYAC田（1983c）

81 永野層1 鹿児島県東市来町中岳 31　　42　　37 130　　24　　00 1．74±0．49＊ MIYAC蝋1982）

82 出水B 鹿児島県出水市君名川 32　　G3　　17 130　　21　　38 1．67±：0．32＊ 厳IYAC蝋1983c）

五位野火砕流堆積物

83 出水層A 鹿児島県出水市山崎＊＊ 2，24±0。48 宮地（1992）

84 出水層A 鹿児島県出水市西ノロ 32　　04　　G1 130　　21　　27 2．39±0．47 〃

85 阿久根1 鹿児島県川内市西方 31　　54　　53 130　　12　　40 エ．91±0．4G＊ MIYAC｝丑（1983c）

86 阿久根1 鹿児島県川内市白滝 31　　54　　16 130　　14　　17 1．89±0，47 MIYAcm（1985）

87 阿久根1 鹿児島県阿久根市黒瀬 31　　59　　55 130　　10　　52 2．02土◎．44 〃

88 阿久根1 鹿児島県阿久根市落 31　　58　　47 130　　13　　36 2．34±0．41 〃

89 五位野 鹿児島県鹿児島市五位野 31　　27　　49 130　　30　　53 1．96±0．43＊ 醗YACHI（1983a）

go 五位野 鹿児島県鹿児島市平川 31　　26　　23 130　　31　　08 1．94±0．4◎ 宮地（1992）

91 大戦1 鹿児島県鹿児島市大峯町 31　　35　　06 130　　30　　32 2．2◎：：ヒ0．45＊ M五YACHI（1983b＞

92 伊作 鹿児島県吹上町和田中ノ里 31　　29　　11 13◎　　21　　04 2．10±0．38 宮地（1992）

93 伊作 鹿児島県吹上町伊作中之里 31　　30　　05 13G　　20　　48 2．32±0．37 〃

94 垂水 鹿児島県垂水市脇登 31　　32　　15 130　　42　　34 2．22±：0．49＊ MIYAC蝋1983a）

95 百引 鹿児島県輝北町上夏引 31　　32　　52 130　　51　　49 2，G1±0．48＊ 〃

96 大野原 鹿児島県垂水市堀切峠南西 31　　30　　50 130　　46　　29 2，10±0．40 宮地（1992）

97 大野原 鹿児島県輝北町名主段 31　　33　　14 130　　51　　21 2．45±0．44 〃

＊　測定値誤差計算法が異なるため、文献の誤差値とは異なる。

＊＊出水市役所から提供された試料なので、緯度・経度とも不明。
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宮　地　六　美

0。09－0．16Maであった．上部加久藤・下部加久瀬とも，

それぞれ誤差範囲以内でよく一致しており，これらの対比

は年代においても全く矛盾はない．

　五位野火砕流堆積物（3）も種々の名称で呼ばれていたが，

加滋藤火砕流堆積物と同じ様に同定・対比を行って名称を

統一した。五位野火砕流堆積物の噴出時期は2－2．5Ma

である．年代がよく揃っており，また火山層序学的にも問

題はない。

　最後に更新世前期の火砕流堆積物についてであるが，今

回2試料を新しく公表する。1つは熊本県人吉市田町に分

布する人吉層上部層中に挟まれている火砕流堆積物（No．

73），他は永野層下部詠出の火砕流堆積物（Ne．74）である．

詳しいデータは第3表に示されているが，人吉層のものは

1．43±0．35Ma，永野層ものは2．09±0．49Maであった．

これらはいずれも更新世前期の年代を示す．南部九州には

更新世前期の堆積物として，この他にも花一層，隼人層，

国分層等と呼ばれている地層があるが，南部九州全体を通

して，まだ層序学的な対比が完成しているわけではない。

これらの年代値はNe．71の河頭火砕流堆積物1の1．02±0．32

MaやNα72の隼人火砕流：堆積物の0．85±G．32Maとともに

更新世前期の堆積物の対比へ向けて，今後の重要なデータ

となるであろう．

　次に，ジルコンのフィッション・トラック測定上の問題

やその他ジルコンに関する問題について述べる。

　筆者が行っているフィッション・トラック年代測定法は

第9章で述べたが，テフロン・シートに埋め込んだジルコ

ンを研磨し，内部面を出してエッチングを行い，自発トラ

ックを計測する方法であるが，一般にウラン含有量が少な

く，年代が若いジルコンでは，長時間のエッチング時間が

必要である．雲仙火山岩類については，ウラン含有量は210

－300ppmであり（宮地・太田，1985），特にその含有量

が大であるとはいえない．また，その年代は9　一19万年と

非常に若い（基盤の竜訟訴は除く）．これらの若いジルコ

ンに対して，十分なエッチングをするには60－70時間が必

要であった。試料によっては90時聞を要した試料（眉山溶

岩，猿葉山溶岩）もあった。このように長時間エッチング

すると，ジルコン結晶の内部面には凹凸ができ，真の自発

トラックであっても，それをトラックと判断するのが非常

に困難な場合があった．また一般に雲仙火山岩類のジルコ

ンには細長い形状の包有物を多量に含んでいる粒子が多

い．これらの包有物がエッチングされた場合には，それを

トラックと見誤る危険がないとはいえない．普賢岳溶岩で

は，計測したジルコン粒子は52個，計数できた自発トラッ

クは僅か12個であった．（宮地・太田，1985）．大多数の粒

子には自発トラックは1個も存在していないことになる。

したがって，1－2個のトラックでも見落としがあったり，
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または包有物をトラックと誤認したりすれば，当然の結果

として，出された年代値は真の値とは違った値になる。あ

る岩石の年代値が報告されると，それを利用する側は出さ

れた年代値を絶対視し，特に年代の中心値のみで議論する

傾向があるが，その年代測定方法をよく理解した上で，ま

た，付けられている測定誤差の範囲を十分に考慮して年代

値を利用する必要があることを，ここに付け加えておきた

い．ウランの含有量にもよるので，大ざっぱな言い方にな

るが，20万年より若いジルコンでは，フィッション・トラ

ック年代測定法はあまり有力な年代測定方法とはいえない

と筆者は考えている。

　同様なことが南部九州の大型火砕流堆積物である姶良・

阻多火砕流堆積物についてもいえる．姶良火砕流堆積物2

（No．49）の試料は鹿児島県東市来町江口浦海岸で採取した

もので，軽石中からジルコンを抽出した。63粒子計測した

が，自発トラックは僅かに2トラックである．したがって，

得られた年代値0．024MaにG．034Ma（2σ）という，出さ

れた年代値より大きな測定誤差がついた（MIYACHI，1983

c）．繰り返しになるが，年代が若くウランが特別に多量含

まれているわけではないジルコンの場合には，自発トラッ

クが極端に少ないのは当然の結果であるが，これは，この

ような試料に対してフィッション・トラック法を適用して

も余り意味がないことを物語っている。

　No．50は阿多火砕流堆積物に含まれている花暦岩ゼノリス

からのジルコンの年代である．阿多火砕流から直接に抽出

されたジルコンでははく，花馬面ゼノリスからのジルコン

であっても，この場合，阿多火砕流溶結部に含まれている

花心岩窟ノリスであって，その中のジルコンは完全に熱ア

ニーリングを受けていた．したがって，このジルコンでも

って，阿多火砕流の噴出年代と考えても差し支えないと考

え年代測定を試みた（M夏YAcm，1983c）．その結果は0．039

±0．025Maであって，64％の測定誤差になった。この場

合も雲仙火山岩類や姶良火砕流堆積物2の場合と同様に，

若いジルコンに対してフィッション・トラック年代測定法

を用いてもあまり意味がないと筆者は考えている．

　阿多火砕流堆積物中の軽石からもジルコンを抽出し年代

決定を試みたが，その年代を阿多火砕流の噴出年代とする

わけにはいかなかった．それは次の理由による．阿多火砕

流軽石中のジルコンには，大隅花崩岩からもたらされたと

考えられるジルコンが多量に混入している。それらのジル

コンは選択的に熱アニーリングを受けたらしく，粒子毎の

年代のばらつきが非常に大きい（0－22Ma）．したがっ

て，これらのジルコンの年代でもって真の阿多火砕流の噴

出年代とするわけにはいかないのである．また，阿多火砕

流をつくったマグマから晶出したジルコンを，花簡岩ゼノ

リスよりもたらされたジルコンから，より分け測定するこ
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とは不可能であった。したがって，阿多火砕流軽石中のジ

ルコンでもって年代を決定することができなかったわけで

ある．なお，阿多火砕流軽石中のジルコンの形態学的な特

徴と年代との関係についての議論はMlyAcm（1983c）に

述べている．

　最後に武雄流紋岩類に含まれているジルコンの問題点に

ついて述べる。この流紋岩にはbright　brownish　redの群

雨を示すジルコンが含まれていることから，MIYACHI＆

］KARAKIDA（1979）はその噴出年代を中新世後期と考えた。

しかし，筆者が武雄流紋岩2試料のフィッション・トラッ

ク年代を出したところ，1．57±0．22Maおよび1．51±0．19

Maという結果となった（宮地，1990）．これは中新世で

はなく更新世前期を示す年代である．一般にジルコンの群

議は年代とウラン含有量に関係するが，武雄流紋岩のウラ

ン含有量は500－SOOppmである。筆者がウラン含有量を

測定した数多くの試料は100から300ppm程度であるので，

それらに比較すると武雄流紋岩のジルコン中のウラン含有

量はやや高いといえるかもしれない．しかし，一部の有田

流紋岩は1000ppm，三渕山溶岩は2300PPtw，山野流紋岩

のあるものには3000ppmを示すものがあり，これらと比

較すると武雄流紋類のウラン含有量は必ずしも高いとはい

えない．武雄流紋岩類のジルコンの同色がbright

brownish　redを示すのは，ウラン含有量に起因するのか，

あるいは他の原因，例えば他の微量元素などに起因するの

か，現在のところ明らかではない．今後の興味深い研究課

題であると思われる。

W．まとめ

　筆者が1982年から1994年のi3年間に年代決定（ジルコン

のフィッション・トラック年代，gra沁一by－grain　exIema亘

detector法）をした，北西部九州の火山岩類31個，南部九

州の火山岩類17個，南部九州の火砕流堆積物49個，合計97

個の年代値を第三者が利用しやすいように一覧表にまとめ

た。また，それらの年代値がもつ意味や問題点などについ

ても議論した．その中で主なものを挙げると，金峰火山区

の火山岩類には，ジルコンの年代測定結果より，中新世後

期を示す安山岩類，鮮新世後期および更新世前期の豊肥火

山活動に属する火山岩類，そして更新世後期の山陰幽幽閃

安山岩類があることが明らかになった．松本（1987）は，

これらの火山岩類をまとめて「金峰火山」とすることには

問題があると指摘したが，これらの火山岩類についてのフ

ィッション・トラック年代は松本の考えを支持する結果と

なった．

　多良岳火山区についても全く同様のことがいえる．この

地区では，中新世後期の岩松石英安山岩類および松浦玄武

岩類，更新世前期の豊肥火山岩類，そして山陰系角閃安山

岩類である五家原岳安山岩類が分布していることが年代測

定結果明らかにされた。この地域でも松本（1987）の主張

するとおり，噴出年代の異なるこれらの火山岩類を全て一

括して「多良岳火山」と呼ぶわけにはいかないことが裏付

けられた．

　南部九州には，研究者によって様々な名称で呼ばれてい

る火砕流：堆積物が数多く存在している．筆者は層序学的，

岩石学的，鉱物学的見地より，これらの火砕流堆積物を同

定・対比し，南部九州の大型火砕流堆積物の中には，上部

加久藤，下部加久藤，五位野火砕流堆積物が存在している

と述べた．これらについて年代を測定したが，測定誤差範

囲以内で，各々，よく一致していることが分かった．対比

は正しいと考えている。

　出頭層，永野層，隼人層，人吉層中の火砕流堆積物の年

代を決定したが，これらの年代は南部九州の更新世前期堆

積物を対比する際に非常に役立つであろう．

　姶良・阿多火砕流堆積物などのように年代が若い火砕流

堆積物についてもフィッション・トラック法が試みられた

が，ウラン含有量が少なく，年代が若いジルコンについて

は，この年代決定法は有効な方法ではない．
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注

（1）ウラン含有量大の試料は5分間．

（2）これらの溶岩中のジルコンは東筑紫短期大学高井真夫助教

　　授によって提供された．

（3）筆者は五位野火砕流堆積物と仮称している．大型火砕流は

　　噴出源が判明したら、その噴出源の名称で呼ぶべきである

　　と考えている．
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